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外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ ３－５～７ 

１．学習の到達目標 

コミュニケーション英語Ⅰで身に付けたコミュニケーション能力をさらに伸ばすことを目標とする。 
目的に応じた読み方、話し合った結果をまとめる。 
教材は人権を含む社会問題全般に目を向け、考える機会を持つ。また、英文法の基礎学力の徹底を図る。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１

学

期 

 
LESSON2 [ Doraemon in the U.S. ] 
 
 
LESSON3 [ Farm in the Sky ] 
 
 
LESSON4 [ Goal Setting ] 

 
・単元を通して、アニメを通して文化や価値観の違い 
を理解し、国際的な視野を養う 

文法：want / ask / tell+(人)+to+動詞の原形 の習得 
・単元を通して、シンガポールの農場の特徴と利点に
ついて学ぶ 

文法：疑問詞＋to＋不定詞 の習得 
・単元を通して、効果的な目標設定の仕方を学ぶ 
文法：分詞構文 の習得 

２

学

期 

LESSON5 [ The High School Student 
Restaurant ] 

 
LESSON6 [ Why Is It That Shape? ] 
 
LESSON7 [ Fuji, a Dolphin With a 

New Fin ] 
 
LESSON8 [ Do We Need That? ] 

・単元を通して、高校生レストランについて学ぶ  
文法：形式主語 It の習得 
 
・単元を通して、身近な物の形の理由について考える 
文法：関係代名詞 whatの習得 
 
・単元を通して、イルカのフジについて学ぶ 
文法：had+過去分詞 の習得 
・単元を通して、サービスの必要性について考える 
文法：使役動詞make, let, have の習得 

３

学

期 

LESSON9 [ Changing Feelings ] 
 
LESSON10 [ Ban Shigeru, Architect 

  of Paper ] 

・単元を通して、考え方により気分を変える方法につ
いて学ぶ 

文法：関係代名詞 who, whichの継続用法 の習得 
・単元を通して、建築家の坂さんについて学ぶ  
文法：関係副詞 when, where の習得 

３．評価方法・評価の観点 

評 価 方 法 考査による評価、授業前単語テスト、提出物等授業態度による 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

コミュニケーション
に関心を持ち、積極的
にコミュニケーショ
ンを図ろうとする。 

英語を用いて、自分の
考えなどを話したり、
書いたりする。 

英語を聞いたり、読ん
だりして、話し手や書
き手の意向などを理
解する。 

英語の学習を通じて、
言葉とその背景にあ
るものの考え方や文
化などを理解し、知識
を身に付ける。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 Revised COMET English CommunicationⅡ（数研出版） 

副 教 材 ESSENTIAL WORDS①（中部日本教育文化会） 

 




